
卯辰山開拓録より（明治二年刊行）

慶応三年前田慶寧が命じて卯辰山を開拓し市街を
設け、養生所、招魂台、産物集会所、撫育所等を
開いた。図は当時の天神橋や帰厚坂が画かれている。
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講 話 予 定

１０月１５日（木）
米山奨学生　アミナ・サラワト氏

１０月２２日（木）
旧藩主本多家を顕彰する「武生立葵会」会員
井上和治氏「越前府中・前田利家紀行」

　１０日（木）　９月定例理事会　　　　　　　　松魚亭にて

 9 月クラブ日誌

  理　事　会　報　告
  　　　　平成２１年９月１０日（木）出席者１２名

◆ 審議事項
　①新会員研修会　１０月１５日（木）研修会
◆協議事項
　①第２６回金沢北ＲＣ少年柔道錬成大会の件
　・金沢北ＲＣの名称は全面的に出す
　・その他詳細事項は１０月理事会にて審議
　②１０月夜間例会の件
　　会費　会員→８,０００円　ご夫人→７,０００円
　　早急に案内を出して、バス利用者の人数把握する
　③その他事項
　　災害等（台湾・兵庫県・北朝鮮）の義捐金は、義捐金基 
　　金より拠出
　　会員一人当たり１００円
　　（今回は三件につき、３００円×５６名＝１６,８００円）
◆各委員会報告
　・奉仕プロジェクト　　
　　ロータリー梅林石碑の化粧直し（費用約２～３万）
　・当クラブの受け入れ交換学生（２００２～２００３）バレリー・
　　ボラスコさんの歓迎会を、９月１９日（土）松魚亭にて開催
◆その他
　・東京小石川ＲＣより、友好提携の要請あり。今後の検討課
　　題とする。　　　　　　　　　　　　

第 105 回ゴルフコンペ成績
平成２１年９月２６日（土）能登カントリークラブ

                              O　    I　     G　    H　   N
優　勝　岡田　　進　４４　４５　８９　１８　７１
準優勝　川面　正雄　４４　４１　８５　１０　７５
第３位　松本　範夫　４６　４３　８９　１３　７６
第４位　水巻　啓光　４７　３８　８５  　７　７８
第５位　横井　清治　５６　５２  １０８　３０　７８
第１０位　蚊谷　八郎　５４　４５　９９　１４　８５
Ｂ　Ｂ　小泉　幸雄 
ニアピン　　小泉、高畠、水巻（２）
ドラコン　　川面、水巻

　第1725回例会
　９月１０日（木）晴れ　12：30 ～ 13：00　　松魚亭

１．講　話
　文学博士　佐々木 閑氏
　「仏教の本質」
２．出　欠
　出席３６名　欠席２０名
　出席率６６．６７％　ビジター３名
３．来訪者（敬称略）
　金沢東ＲＣ　梅村雄彦　不破幸夫
　金沢南ＲＣ　新保弾次
４．幹事報告
　・例会終了後、例会場にて理事会開催
ニコニコボックス
　安宅君、汐井君、辻君、中村（實）君
　　　　　本日の講師に、佐々木閑氏を迎えて。お話を楽しみに
　　　　　しております。
　大澤君　佐々木さん、本日は遠くから有難うございます。ご無
　　　　　理申しまして、感謝いたします。

合計７，０００円（累計１４６，０００円）

　第1726回例会
　９月１７日（木）晴れ　12：30 ～ 13：30　　松魚亭

１．講　話
　帝国データバンク　金沢支店長　大鳥井俊之氏
　「北陸経済の現状と見通し」
２．出　欠
　出席３４名　欠席２２名
　出席率６１.８１％　ビジター２名　　　　
３．来訪者（敬称略）
　金　沢ＲＣ　冨木隆夫
　みなとＲＣ　南野達也
４．幹事報告
　・例会終了後、クラブ管理運営委員会
ニコニコボックス
　安宅君、汐井君、辻君
　　　　　大鳥井支店長をお迎えして。お話、大いに期待させて
　　　　　頂きます。

合計４，０００円（累計１５０，０００円）

　松本君　納涼会では、琉球舞踊とフラダンスで、学芸会のノリ
　　　　　で大いに楽しむことができました。８月３０日に、本
　　　　　年度第一回ゴルフ同好会のコンペを行いました。同好
　　　　　会の幹事である川面・松本が優勝・三位を頂き有難う
　　　　　ございます。（そのうえ、ドラコンまで頂いて…（*^^）v
　神田君　ゴルフ同好会のコンペに初参加させて頂きました。メ
　　　　　ンバーに恵まれ、準優勝を頂きました。今後とも、宜
　　　　　しくお願いします。
　屶網君　先日（８月２４日）、長女（朋実）が生まれました。健康
　　　　　に育ってほしいです。
　澤田君　５０代、最後の一年です。世間で言う「アラカン（還）」
　　　　　です。まずは健康な一年にしたいと存じます。

合計２９，０００円（累計１３９，０００円）
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金沢北ロータリークラブ会長テーマ 「ぶらず、らしく。」 
何ごとにもロータリアンぶらず。 

しかし、ロータリアンらしくあれ。 

R. I 会長 　 ジョン・ケニー 2009-2010年度国際ロータリーテーマ 

THE  FUTURE  OF  ROTARY  IS  IN  YOUR  HANDS 「ロータリーの未来はあなたの手の中に」 

　７年前、カナダより交換留学生として受け入

れたＶａｌｅｒｉｅを憶えていらっしゃいますか？

この８月より、福島県・鏡石町にＡＬＴ（語学

指導助手）として、１年間勤務することとなり

ました。（金沢市を希望したようですが、それは

叶わず残念！）『きっと日本に帰ってくるネ！』

との約束を果たした彼女は、１９日に初サラリ

－で手に入れたＪＲ切符を握りしめ、福島より

乗り継ぎ３回６時間立ったまま金沢到着。

（なにしろ…シルバ－ウィ－クの混雑）ワク

ワク＆ウルウルしながら、風のように駆け寄り

『おかあさぁ～ん！』混雑の駅のど真ん中で派手

にハグ！７年ぶりの再会は感動的ながら、昔の

Ｖａｌそのままの‘直球’でした。

　桜ヶ丘高校をはじめ懐かしい場所を訪ねた

り、当時のアルバムを開いては何度もほっぺを

つねってお互いに『夢じゃないネェ？』と、思

い出話に暮れました。松魚亭でのお食事会では、

みなさまとの再会。山上さん・荒谷さん・高畠

さん…当時大変お世話になったファミリ－宅に

もお邪魔し 感動の連続だったことでしょう。

　金沢での楽しい＆あったかい５日間の休日も

アッという間に過ぎ、Ｖａｌｅｒｉｅは 『お世話に

なりました。ありがとう。また来るネ！』と、

流暢な日本語の挨拶を残し２３日福島に戻り

ました。 

　‘ご縁’とは不思議なものですネ。７年の

月日を経て、地球の裏側に居ながらも温かい

こころが通じていた…久々の感動で胸がいっ

ぱいになった…初秋のできごとでした。

越田和好　内

おかえりなさい　バレリーさん

　第1724回例会
　９月３日（木）晴れ　12：30 ～ 13：30　　　松魚亭

１．講　話
　北陸大学薬学部準教授　　劉園英氏
　「がん予防－漢方的健康生活」
２．出　欠
　出席３７名　欠席１９名
　出席率６８．５２％　ビジター３名
３．来訪者（敬称略）
　金　沢ＲＣ　中野一輝
　金沢西ＲＣ　作田昭七
　金沢南ＲＣ　三野　裕
４．幹事報告
　・米山奨学生　アミナ・サラワトさん　来会
５．皆出席顕彰（敬称略）
　３７ヶ年　大村精二
　３０ヶ年　小間井宏尚
　　６ヶ年　中村芳明　　　　　　　　　　

６．お誕生日祝い（敬称略）
　　１日　澤田光夫　濱井弘利
　　８日　中村實博
　１５日　大村精二
　２２日　佐賀　務　　
７．ご結婚記念日祝い（敬称略）
　１５日　森　　大　　　
ニコニコボックス
　安宅君、汐井君、辻君
　　　　　本日の講師に、劉園英氏をお迎えして。宜しくお願い
　　　　　します。
　小間井君
　　　　　先日の納涼会、会長をはじめ、お世話の皆様ご苦労様
　　　　　でした。はや３０年！自分でも信じられません。会員
　　　　　の皆様に感謝して。
　大村君　先日の納涼会、大変素晴らしい企画でした。安宅会長、
　　　　　山上親睦担当、ご苦労様でした。また３７ヶ年皆出席
　　　　　顕彰を受けました。
　中村（芳）君
　　　　　６ヶ年皆出席顕彰を受けて。有難うございます。

　第二次世界大戦中、ポーランド南部にドイツ

の捕虜収容施設アウシュビッツがあり、当時ユ

ダヤ人５５０万人、非ユダヤ人５００万人もの人々

がガス室で処刑されました。

　その中に精神科医であるフランクル博士夫妻

がいましたが、博士だけは不思議に生き延びる

ことができたのです。人は、極限に立たされると、

その人の平素の人間性が良くも悪くも出るので

す。人を押しのけて少しでも清浄の空気をすお

うとする者。配給の乏しいパンを奪い取ろうと

する者又、そのパンを分け合って食べる者。様々

な光景の中、博士は専門の精神科医の立場で人

間は極限においてもなお乏しいパンを分け合い、

人をかばいあっていく心情はどこから生じてく

るのかを研究します。

　人間には心の層があります。上の層はエゴ、

私欲、自我的だが、層の底には人を助けて、自

分が犠牲になろうとする純粋な層が実在するこ

とを発見します。これを ｢超越的無意識 ｣と名

づけました。無意識でありますからそれとは気

づかずに誰しもが持っているということなので

す。

　そして、この層を個々が発見し、確認するこ

とが世界を救うと博士は説いたのです。仏教で

言うならば、仏のいのちとか仏のこころに当り、

社会で言うならば思いやり、気配り、心配など

と置き換えられるかもしれません。

　ロータリークラブでは、超我の奉仕なる言葉

がありますが、正に功利打算など微塵もない自

分を超え、見返りのない奉仕こそ真の奉仕と言

えるものではないでしょうか。

　『我が心 深き底あり 喜びも 憂いの波も とどか

じと思う』

　西田幾多郎先生の名言であり、喜びも 憂いの

波もとどかない心の層の底にはその無意識なる

意識が実在すると教えられております。　　了

一口修練

勝　田　浩　之


